
高度外国人材雇用の有無（Q１）

雇用してい
る

雇用してい
ない

無回答

全 体 2,330 25.5 74.0 0.5

高度外国人材の雇用人数（Q１SQ）

１人 ２人 ３人 ４～９人 １０人以上 無回答 平均（人）

全 体 594 27.4 17.3 11.4 15.7 16.2 12.0 9.62

高度外国人材活用・定着に向けて最も大きな課題（Q２SQ１）

仕事の内容
の明確化
（ジョブディ
スクリプショ

ン整備）

キャリアアッ
プできる環
境になって

いるか

自身の専門
性を生かせ
る部門への
配置・異動

昇給のため
の基準の明

確化

能力・業績
に応じた報

酬

メンター制
度をはじめ
各種相談体
制の充実度

ワーク・ライ
フ・バランス
の達成のし

やすさ

ＩＣＴの活用
など業務の

効率化

テレワーク
などの柔軟
な働き方

英語などで
も働ける就
労環境の整

備

福利厚生の
充実

異文化に対
する日本人
社員への教
育機会の充

実

異文化交流
の機会の促

進

人事担当部
の多言語対
応力の強化

その他 無回答

全 体 594 17.7 22.4 19.5 2.2 4.2 5.9 1.9 0.3 0.7 6.7 0.3 5.4 1.0 2.9 3.7 5.2

高度外国人材採用に向けて最も大きな課題（Q３SQ１）

募集するノ
ウハウ不足

人事担当部
の多言語対
応力の不足

社内の多言
語化対応の

不足

外国籍社員
に対する日
本人社員の

抵抗感

経営層のコ
ミットメント
が得られに

くい

高度外国人
材の希望す
る報酬水準
と折り合え

ない

日本人社員
の報酬水準
との均衡が

困難

日本人と比
較して、教
育等に追加
的なコスト
や手間を要

する

高度外国人
材の希望す
る働き方と
折り合えな

い

入国管理制
度に関する
手続きに対
応できない

高度外国人
材の専門性
を生かすノ
ウハウが足

りない

外国人社員
の採用は特
段予定して

いない

求める日本
語能力水準
をもった人
材がいない

その他 無回答

全 体 1,725 7.9 3.1 9.0 1.2 0.6 2.1 0.6 3.8 4.2 1.3 7.0 39.8 2.7 6.3 10.4

高度外国人材の採用動機／将来の採用動機として最も大きなもの（Q４SQ１）　※回答があった企業のみ集計

国籍に関わ
らず、採用し

た結果

海外取引・
海外事業の
拡大のため

海外取引・
海外事業の
業績の改善

のため

ダイバーシ
ティ推進に

よるイノベー
ションの創
出のため

専門的な知
識・技能を
生かした生
産性向上の

ため

日本人社員
のグローバ
ル化を促す

ため

求める専門
性を持つ日
本人社員の
確保が困難

研究開発事
業の拡大の

ため

研究開発事
業の業績の
改善のため

その他

全 体 1,707 22.0 31.1 2.9 6.8 9.8 3.9 18.0 1.1 0.2 4.2
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高度外国人材の担当職種／将来担当させたい職種（Q５）

企業等の経
営者・管理

者
弁護士 公認会計士 研究者 語学教師

機械工学等
の技術者

通訳 秘書
マーケティン
グ関係の事

務

貿易関係の
事務

人事・
総務・広報

プログラ
マー、

システム・エ
ンジニア

その他 無回答

全 体 2,330 7.5 1.1 0.6 8.8 1.5 18.2 14.5 0.7 19.8 21.1 7.0 20.4 18.8 22.9
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